
○旭川市廃棄物最終処分場規則
昭和59年４月１日規則第11号

旭川市廃棄物最終処分場規則
（趣旨）
第１条　この規則は，本市が設置する廃棄物最終処分場（以下「処分場」という。）の管理及び組織に関し，
必要な事項を定めるものとする。
（位置）
第２条　処分場の位置及び名称は，次のとおりとする。

位置 名称
旭川市江丹別町芳野 旭川市廃棄物処分場

２　市長が必要と認めた場合は，前項の処分場以外に別に処分場を開設することがある。
（開設日及び開設時間）
第３条　処分場の開設日は，日曜日及び１月１日から３日までを除く毎日とする。
２　処分場の開設時間は，午前９時から午後５時までとする。ただし，国民の祝日に関する法律（昭和23年
法律第178号）に規定する休日にあつては，午前９時から午後３時までとする。

３　前２項の規定にかかわらず，市長が必要と認めた場合は，臨時に開設日及び開設時間を変更すること
がある。
（搬入できる廃棄物の範囲）
第４条　処分場に搬入できる廃棄物は，旭川市域内で排出した物であつて次の各号に定める物でなけれ
ばならない。
(１)　燃やせるごみ及び再生資源となる物を取り除いた物
(２)　可能な限り破砕等の前処理をした物で埋立作業に支障のない形状をしたもの
(３)　排出者による自家処理が困難な物
（搬入できない廃棄物）
第５条　別表に掲げる廃棄物は，処分場に搬入できない。
（廃棄物の検査）
第６条　市長は，処分場において，処分場に搬入される廃棄物の内容を検査するものとする。
（搬入の申請）
第７条　処分場に廃棄物を搬入する者（以下「搬入者」という。）は，廃棄物の搬入量が１週間当たり20トン
以上であるときは，あらかじめ市長に廃棄物搬入許可申請書（様式第１号）を提出しなければならない。

２　市長は，前項の申請書を審査し，搬入に支障がないと認めたときは，廃棄物搬入許可書（様式第２号）
を交付するものとする。
（運搬上の注意）
第８条　搬入者は，廃棄物の運搬途上において，廃棄物が飛散流出し，又は悪臭を放つことがないように
必ず廃棄物に覆い，こん包等の処置をしなければならない。
（搬入者の遵守事項）
第９条　搬入者は，処分場内において，次の各号に定める事項を守らなければならない。
(１)　車両は，時速30キロメートル以下の速度で通行すること。
(２)　投棄場への進入及び投棄の方法については，係員の指示に従うこと。
(３)　投棄場においては，車両の内外を問わず火気の使用及び喫煙をしないこと。
（損害賠償）
第10条　搬入者が，市の管理する構造物，車両，器具等を破損し，又は滅失したときは，速やかに届け出
るとともに，市長が定めるところにより，これを原状に復し，又はその損害を賠償しなければならない。
（搬入の拒否）
第11条　市長は，搬入者が第４条に規定する廃棄物以外のもの又は別表に規定する廃棄物を搬入しよう
としたとき並びに第７条から第９条までの規定に違反したときは，搬入を拒否するものとする。
（入場の許可）
第12条　処分場内に廃棄物の搬入以外の目的で入場しようとする者は，あらかじめその目的を明らかにし
て，市長の許可を受けなければならない。
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（職員）
第13条　処分場に所長を置く。
２　処分場に主査，主任その他必要な職員を置くことがある。
（職務）
第14条　所長は，上司の命を受けて処分場の事務を掌理し，その事務に従事する職員を指揮監督する。
２　主査は，上司の命を受けて主査の事務を処理し，その事務に従事する職員を指導監督する。
３　主任は，上司の命を受けて担当の事務を処理する。
４　その他の職員は，上司の命を受けて事務に従事する。
（分掌事務）
第15条　処分場は，次の事務を分掌する。
(１)　処分場（旧中園廃棄物最終処分場を含む。第６号及び第７号において同じ。）の維持管理に関する
こと。
(２)　廃棄物の組成の分析及び埋立処分計画に関すること。
(３)　廃棄物搬入量の調査に関すること。
(４)　搬入者及び排出者の指導に関すること。
(５)　ごみ埋立処分手数料に関すること（減免に関することを除く。）。
(６)　処分場の調査，計画，設計及び施工に関すること。
(７)　処分場の設計図書の審査，監督及び検定に関すること。
(８)　その他処分場に関すること。
（委任）
第16条　この規則に定めるもののほか必要な事項については，市長が別に定める。

附　則
この規則は，昭和59年４月１日から施行する。
附　則（平成元年６月26日規則第37号）

この規則は，平成元年７月１日から施行する。
附　則（平成５年３月30日規則第10号）

この規則は，平成５年４月１日から施行する。
附　則（平成10年３月30日規則第６号）

この規則は，平成10年４月１日から施行する。
附　則（平成14年３月27日規則第15号）

この規則は，平成14年４月１日から施行する。
附　則（平成15年６月30日規則第56号）

この規則は，平成15年７月１日から施行する。
附　則（平成19年３月23日規則第13号）

この規則は，平成19年４月１日から施行する。ただし，第４条第１号，様式第１号及び様式第２号の改正
規定は，同年８月１日から施行する。

附　則（平成20年５月１日規則第44号）
この規則は，公布の日から施行する。
附　則（平成30年３月22日規則第７号）

この規則は，平成30年４月１日から施行する。（後略）
附　則（令和３年３月24日規則第７号）

この規則は，令和３年４月１日から施行する。
別表

搬入できない廃棄物

区分 例示
(１)　産業廃棄物 燃えがら，汚泥，木くず，建設廃材，廃プラス

チック，ゴムくず，鉱さい，ばいじん，廃油，廃酸
等

(２)　有毒物・有害物 次に掲げるものに含まれるＰＣＢを使用する部
品



廃エアコンディショナー
廃テレビジョン受信機
廃電子レンジ
農薬，劇薬その他毒性物質が混入している物
法令で埋立処分が禁止されている物

(３)　火気のある物・引火性の物 燃えがら，残焼物で火気のある物
高温の物
火薬，塗料，ガスボンベ，溶剤等

(４)　著しい悪臭又は汚水を出す物 し尿，腐敗した動植物性残さ等
(５)　処理困難物 消火器，バッテリー，タイヤ，自動車，バイク，

農耕作業用大型機械，ピアノ，浄化槽等
(６)　感染性廃棄物 医療機関等から排出される血液の付着した

ガーゼ，注射針等の感染性病原体を含む，又
はそのおそれのある廃棄物

様式第１号

様式第２号




